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マ レ ー シ ア ・ サ ラ ワ ク 州 東 部 の イ パ ン 族 の 村 の 周 囲 で 、 原 生 的 な 植 生 と 、 さ ま ざ ま な や り 方 で
人 為 的 に 改 変 さ れ た 植 生 ( 以 下 、 二 次 林 と よ ぶ ) に プ ロ ッ ト を 設 営 し 、 植 生 調 査 を 行 っ た 。 ま た 、
各 プ ロ ッ ト に み ら れ た 植 物 の 名 称 と 利 用 法 の 聞 き 取 り を 行 っ た 。
原 生 的 な 植 生 「 カ ン ポ ン J は 、 典 型 的 な 低 地 正 陵 混 交 フ タ パ ガ キ 林 で あ り 、 ラ ン ピ ル 国 立 公 園
の 中 に プ ロ ッ ト が 設 営 さ れ た 。 二 次 林 と し て は 、 以 下 の 5種 類 の 植 生 を 村 人 が 認 識 し て い る の で そ
れ に 従 っ て プ ロ ッ ト を 設 営 し た 。 す な わ ち 、 ( 1 ) 用 材 確 保 の た め や 墓 場 林 そ の 他 の 精 神 的 な 場
と し て 、 小 面 積 が 孤 立 し て 残 さ れ て い る 残 存 林 「 プ ラ ウ J 、 (  2 ) 焼 畑 直 後 の 休 閑 草 地 「 ジ ェ ラ
ミ J 、 (  3  ) 焼 畑 後 約 5 年 目 で 次 の 伐 開 が 可 能 な 休 閑 林 「 ト ゥ ム ダ 」 、 ( 4 ) か つ て 焼 畑 を 行 っ た
が 比 較 的 長 期 間 放 置 さ れ て い る 土 地 「 パ ゲ ラ ン J 、 ( 5 ) ゴ ム が 植 え ら れ た が あ ま り 手 入 れ が さ
れ て い な い 「 ク ブ ン J の 5種 類 で あ る 。 さ ら に 鳥 に 関 し て は 、 ロ ン グ ハ ウ ス 周 辺 に お け る 鳥 類 相 を
追 加 す る 。
植 生 間 で 植 物 や 名 称 と 利 用 法 を 比 較 し た と こ ろ 、 興 味 深 い パ タ ー ン が 見 出 さ れ た 。
原 生 林 の 植 物 は 、 科 ま た は 属 の レ ベ ノ レ に 対 応 す る 名 称 が つ け ら れ て い る 。 ご く 認 識 し や す い 特
徴 的 な 種 に つ い て の み 、 形 容 詞 が 付 加 さ れ て 種 レ ベ ル で 、 認 、 識 さ れ る 。 な お 、 狩 猟 採 集 民 の プ ナ ン
に 比 べ 、 用 い ら れ る 語 句 は 、 人 体 、 身 近 な 動 物 、 栽 培 植 物 な ど が 多 く 、 形 態 や 生 息 地 を 直 接 表 現
す る 形 容 語 句 が 少 な い と し 、 う 特 色 が 見 ら れ た 。 利 用 に つ い て は 、 約 5年 に 一 度 程 度 の 一 斉 開 花 時 に
は 、 果 実 や 動 物 を 探 す た め に 頻 繁 に 訪 れ る が 、 普 段 は あ ま り 利 用 し な い 。 但 し 数 十 年 に 一 度 の ロ
ン グ ハ ウ ス の 建 築 で は 、 資 材 の 多 く を 原 生 林 に 依 存 す る 。 ア ン ト ゥ ( お 化 け ) が 多 く 住 み 、 そ の
多 く は 非 常 に 怖 い が 、 中 に は 特 別 な 呪 力 を 授 け て く れ る も の が あ る 。
二 次 林 の 植 物 で は 、 種 レ ベ ル で 一 次 名 称 ( ジ ェ ネ リ ッ ク ) が つ け ら れ て お り 、 形 容 詞 を 付 加 し
て 下 位 分 類 す る 必 要 は な い 。 日 常 的 に 利 用 し て お り 、 作 業 小 屋 の 建 築 や ロ ン グ 、 ハ ウ ス の 日 常 的 修
繕 に 用 い る 木 材 、 道 具 の 素 材 、 薪 、 野 菜 、 薬 品 等 が 採 集 さ れ る し 、 狩 猟 も 一 斉 開 花 時 以 外 は 二 次
林 で 行 わ れ る 。 ア ン ト ゥ が 多 く 住 み 、 そ の 中 に は 墓 場 林 に 埋 葬 さ れ た 死 者 が 含 ま れ る 。 村 で 毎 年
営 ま れ る 祭 礼 に お い て 、 も て な し の 対 象 と な る の は 、 こ う し た 二 次 林 に 住 む ア ン ト ゥ 達 で あ る 。
二 次 林 は 日 常 的 に 利 用 し 、 身 近 な も の で あ る の に 対 し 、 原 生 林 は 怖 く て 近 づ き が た い が 、 時 と し
て 大 き な 恵 み を も た ら し て く れ る 。 ま た 、 原 生 林 の 植 物 に 注 目 す る と 、 狩 猟 採 集 民 の プ ナ ン が 、
シ ス テ マ テ ィ ッ ク で 直 略 的 な 形 容 法 で 多 く の 植 物 を 命 名 し て い る の に 比 べ 、 イ パ ン は 、 身 近 な も
の で 象 徴 す る こ と に よ っ て 植 物 を 命 名 し て い る 。
鳥 に つ い て も 類 似 し た 結 果 が で て い る 。 鳥 名 に は 、 鳥 の 鳴 き 声 そ の も の や 、 そ の 鳥 が 食 べ る と
さ れ る 植 物 や 昆 虫 、 生 息 地 、 模 様 を 表 す 語 句 が 用 い ら れ て い た 。 ロ ン グ ハ ウ ス の す ぐ 周 辺 の 鳥 は 、
村 人 に よ る と 味 が よ く な い 、 ま た 声 や 見 た 目 も 地 味 な も の が 多 い た め か 、 村 人 に は あ ま り 利 用 さ
れ て い な い 。 し か し 、 種 レ ベ ル の 一 次 名 称 が 多 く 付 け ら れ て い た 。 ま た 、 原 生 林 の 鳥 類 は 現 地 名
が 付 け ら れ て い な い 種 や 、 高 次 の 大 雑 把 な 分 類 名 で 呼 ば れ る 種 が 二 次 林 よ り も 多 い こ と か ら も 、
日 常 的 に 観 察 す る 機 会 が 多 い こ と が 、 名 前 の 付 け 方 に 関 係 が あ る と 考 え ら れ る 。
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